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（別紙） 

大臣認定構造計算プログラムの利用上の不具合等について 

 

プログラム名：ＳＥＩＮ Ｌａ ＣＲＥＡ認定版／ＲＣ 

大臣認定番号：ＳＰＲＧ－０００１－０７及びＳＰＲＧ－０００１－０８ 

大臣認定年月日（ＳＰＲＧ－０００１－０７）：平成２１年４月２０日 

大臣認定年月日（ＳＰＲＧ－０００１－０８）：平成２１年６月５日 

報

告

番

号 

不具合の内容 影響の範囲 

（当該不具合により影響が生ずるお

それのあるケース） 

影響の度合い 計算編マニュアル

該当箇所 

１ 複数開口があり、かつ、あ

る開口が高さ方向（長さ方

向）で他の開口を完全に包

括する場合、耐震壁複数開

口の自動判定で、包絡開口

と判定されるべき開口が等

面積開口と判定される場合

があった。 

複数開口があり、かつ、ある

開口が高さ方向（長さ方向）

で他の開口を完全に包括する

場合（下図参照） 

 
高さ方向で他の開口を包括する例 

 

長さ方向で他の開口を包括する例 

耐力壁の判定、壁量の計

算、耐力壁のせん断剛性、

耐力壁の耐力計算が変わ

るため、応力計算以降の

結果に影響する。 

3.2.1 構造モ

デル化の基本

事項（3）耐力

壁とみなす条

件 

２ 開口のある耐力壁付帯梁に

鉛直方向の移動距離を入力

している場合、耐力壁の判

定で、開口周比と縦長開口

判定計算に用いる壁高さに

梁の移動距離を考慮してい

なかった。 

開口のある耐力壁付帯梁に鉛

直方向の移動距離を入力して

いる場合          

耐力壁の判定に影響する

ため、応力計算以降の結

果に影響する。 

3.2.1 構造モ

デル化の基本

事項（3）耐力

壁とみなす条

件 

３ 各階の保有水平耐力を算出

する際、「ｉ端節点の所属

層＞ｊ端節点の所属層」と

なる梁の場合に、部材応力

のせん断力成分（Ｑｙ',Ｑ

ｚ'）の全体座標系変換後の

符号が逆向きとなってお

り、保有水平耐力の集計に

誤りがあった。 

両端節点の層の属性が異なる

傾斜梁があり、「ｉ端節点の

所属層＞ｊ端節点の所属層」

となる場合（下図参照） 

 

各階の保有水平耐力 Qu の

集計が異なるため、保有

水平耐力計算結果に影響

する。 

1.2.2 グリッ

ド点と節点及

び 1.2.3 層・階

の表現 

 

i 端（Z02）

j 端（Z01）
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４ 風圧作用面内にある節点に

風荷重時の外力が加算され

ない場合があった。 

風圧作用面が傾斜している場

合（下図参照） 

外力の合計値は変わらな

いが、節点への振り分け

が変わるので風荷重計算

の応力計算以降の結果に

影響がする。 

4.6.2 荷重の

計算(3)壁面 

５ 保有水平耐力計算で地下階

のモデルを「解析モデルか

ら除く（最下層に弾性バネ

を挿入）」とした場合、 

①鉛直方向に設定すべき弾

性バネが水平方向に設定

されており、水平方向に

設定すべきバネが鉛直方

向に設定されていた。 

②下階に柱が配置されてい

ない支点のバネ値を微小

値としていた。     

①保有水平耐力計算で地下階

のモデルを「解析モデルか

ら除く（最下層に弾性バネ

を挿入）」とした場合   

②①の場合、かつ、下階に柱

が配置されていない最下層

支点が存在する場合 

 

弾性バネの剛性が誤って

おり、保有水平耐力計算

結果に影響する。    

9.2.6 塔屋と

地下階の扱い

（2）地下階 

６ 特殊荷重（TYPE5：部材任意

位置の曲げ）を配置した場

合、当該荷重時の J 端側の

固定端モーメントの符号を

逆に算出していた。 

特殊荷重（TYPE5：部材任意位

置の曲げ）を配置した場合 

該当荷重を用いた場合、

曲げモーメントが不正に

なり、応力計算結果以降

の計算に影響する。 

4.9 節点・部材

追加荷重 

７ 保有水平耐力計算で、梁要

素の両端の節点が非構造壁

の構成点と一致している場

合にのみ、梁に非構造壁が

取り付いているものと判断

していた。 

このため、複数スパンに渡

って非構造壁を配置し、梁

要素の両端又は片側の節点

保有水平耐力計算で、複数ス

パンに渡って非構造壁を配置

し、梁要素の両端又は片側の

節点が非構造壁の構成点と一

致しない場合（下図参照） 

梁に非構造壁が取り付い

ていると認識されず梁の

終局耐力に非構造壁が考

慮されていないため、保

有耐力計算結果に影響す

る。 

3.8.1RC 造 大

梁の復元力特

性 

風圧作用面

構造計算書 4.6.2.項

：不具合①対象箇所
：不具合②対象箇所



 

- 3 - 

が非構造壁の構成点と一致

しない場合、梁に非構造壁

が取り付いていると認識で

きず、梁の終局耐力に非構

造壁が考慮されていない不

具合があった。 

2スパンに渡って非構造壁を配置した

例 

８ 層の中間位置で柱が分割さ

れる等、層間で複数要素と

なる場合に柱量が要素毎に

集計される。 

層の中間位置で柱が分割され

る等、層間で複数要素となる

場合（下図参照） 

∑Ac を過剰に集計するこ

とで、計算ルート判定、

雑壁考慮の剛性率・偏心

率に影響がある。また、

剛性率・偏心率が変わる

ことにより形状係数も変

わる場合は、保有水平耐

力計算結果に影響する。 

6.1.2 非構造

壁を考慮した

剛 性 率 及 び

2.7.2 柱量と

壁量 

９ 鉛直部材の剛性から剛心を

求める際に、D 値を全体座標

系の方向に対して計算して

いたため、柱、耐力壁及び

筋かい材の主軸方向と地震

力の作用方向が一致しない

場合、剛心の計算に誤りが

あった。 

鉛直部材の剛性から剛心の計

算を行う場合、かつ、柱、耐

力壁及び筋かい材の主軸方向

と地震力の作用方向が一致し

ない場合 

剛性率・偏心率の計算に

影響する。また、剛性率

・偏心率が変わることに

より形状係数も変わる場

合は、保有水平耐力計算

結果に影響する。 

6.1.1 剛性率

の計算方法及

び 6.2.1 偏心

率の計算方法 
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プログラム名：ＳＥＩＮ Ｌａ ＣＲＥＡ認定版／Ｓ 

大臣認定番号：ＳＰＲＧ－０００２－０７及びＳＰＲＧ－０００２－０８ 

大臣認定年月日（ＳＰＲＧ－０００２－０７）：平成２１年４月２０日 

大臣認定年月日（ＳＰＲＧ－０００２－０８）：平成２１年６月５日 

報

告

番

号 

不具合の内容 影響の範囲 

（当該不具合により影響が生ずるお

それのあるケース） 

影響の度合い 計算編マニュアル

該当箇所 

１ 各階の保有水平耐力を算出

する際、「ｉ端節点の所属

層＞ｊ端節点の所属層」と

なる梁の場合に、部材応力

のせん断力成分（Ｑｙ',Ｑ

ｚ'）の全体座標系変換後の

符号が逆向きとなってお

り、保有水平耐力の集計に

誤りがあった。 

両端節点の層の属性が異なる

傾斜梁があり、「ｉ端節点の

所属層＞ｊ端節点の所属層」

となる場合（下図参照） 

 

各階の保有水平耐力 Qu の

集計が異なるため、保有

水平耐力計算結果に影響

する。 

1.2.2 グリッ

ド点と節点及

び 1.2.3 層・階

の表現 

２ 風圧作用面内にある節点に

風荷重時の外力が加算され

ない場合があった。 

風圧作用面が傾斜している場

合（下図参照） 

外力の合計値は変わらな

いが、節点への振り分け

が変わるので風荷重計算

の応力計算以降の結果に

影響がする。 

4.6.2 荷重の

計算(3)壁面 

３ 保有水平耐力計算で地下階

のモデルを「解析モデルか

ら除く（最下層に弾性バネ

を挿入）」とした場合、 

①鉛直方向に設定すべき弾

性バネが水平方向に設定

されており、水平方向に

設定すべきバネが鉛直方

向に設定されていた。 

②下階に柱が配置されてい

ない支点のバネ値を微小

値としていた。     

①保有水平耐力計算で地下階

のモデルを「解析モデルか

ら除く（最下層に弾性バネ

を挿入）」とした場合   

②①の場合、かつ、下階に柱

が配置されていない最下層

支点が存在する場合 

弾性バネの剛性が誤って

おり、保有水平耐力計算

結果に影響する。    

9.2.6 塔屋と

地下階の扱い

（2）地下階 

風圧作用面

構造計算書 4.6.2.項

i 端（Z02）

j 端（Z01）
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４ 特殊荷重（TYPE5：部材任意

位置の曲げ）を配置した場

合、当該荷重時の J 端側の

固定端モーメントの符号を

逆に算出していた。 

特殊荷重（TYPE5：部材任意位

置の曲げ）を配置した場合 

該当荷重を用いた場合、

曲げモーメントが不正に

なり、応力計算結果以降

の計算に影響する。 

4.9 節点・部材

追加荷重 

５ 鉛直部材の剛性から剛心を

求める際に、D 値を全体座標

系の方向に対して計算して

いたため、柱、耐力壁及び

筋かい材の主軸方向と地震

力の作用方向が一致しない

場合、剛心の計算に誤りが

あった。 

鉛直部材の剛性から剛心の計

算を行う場合、かつ、柱、耐

力壁及び筋かい材の主軸方向

と地震力の作用方向が一致し

ない場合 

剛性率・偏心率の計算に

影響する。また、剛性率

・偏心率が変わることに

より形状係数も変わる場

合は、保有水平耐力計算

結果に影響する。 

6.1.1 剛性率

の計算方法及

び 6.2.1 偏心

率の計算方法 

 

：不具合①対象箇所
：不具合②対象箇所


